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◆主要財務データ

◆市の財政的関与

◆団体基本情報

1 種別 公益財団法人 団体名 公益財団法人せんだい男女共同参画財団

所在地 〒980-6128　仙台市青葉区中央一丁目3番1号

電話番号 022-212-1627 FAX番号 022-212-1628 所管
部局

市民局

団体ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.sendai-l.jp/ 男女共同参画課

代表者職氏名 理事長　水野　紀子 設立年月日 平成13年4月1日

基本財産等 200,521 千円 市の出捐額（割合） 200,000

評価対象決算期 令和5年4月1日～令和6年3月31日

令和3年度 令和4年度 令和5年度

千円 99.7 ％）

設立
目的

仙台における女性の自立及び社会参画を促進する事業並びに男女平等を阻害する様々な問題の解決
をめざした市民の主体的な活動の援助育成を行うとともに，男女平等の社会的風土づくりを進め，
もって「男女平等のまち・仙台」の早期実現に寄与する。

事業
概要

＜自主事業＞調査研究事業，男女共同参画に関する普及啓発・情報提供事業，女性のエンパワーメ
ントのための相談・学習事業，市民活動支援　＜受託事業＞仙台市母子家庭相談支援センター事
業，困難を抱える女性への支援事業，「仙台市女性の暮らしと困難に関する実態調査 追加分
析」，女性の活躍推進事業，性暴力被害者支援事業，「仙台市職員のハラスメントの防止等に関す
る要綱等に基づく外部相談窓口業務」，＜指定管理事業＞エル・パーク仙台，エル・ソーラ仙台の
管理運営，男女共同参画推進事業

　　市退職者 2 2 2

②常勤役員平均年齢 61.5 62.5 63.5

①常勤役員数 2 2 2

うち市派遣 0 0 0

　　市退職者 0 0 0

⑤職員平均年齢 46.7 44.8 45.1

千円

④職員数 49 49 49

うち市派遣 0 0 0

③常勤役員平均年間報酬 4,865 千円 4,882 千円 4,910

千円

令和3年度 令和4年度 令和5年度

①当期経常増減額 △ 2,409 千円 △ 878 千円

⑥職員平均年間給与 4,436 千円 4,505 千円 4,527

△ 104 千円

②当期経常外増減額 4 千円 2 千円 0 千円

千円

④一般正味財産期末残高 △ 11,400 千円 △ 12,275 千円 △ 12,379 千円

③当期一般正味財産増減額 △ 2,405 千円 △ 876 千円 △ 104

千円

⑥正味財産期末残高 189,051 千円 188,202 千円 188,141 千円

⑤指定正味財産期末残高 200,450 千円 200,477 千円 200,521

千円

令和3年度 令和4年度 令和5年度

①市からの補助金 43,502 千円 43,588 千円

⑦長期借入金残高 0 千円 0 千円 0

41,819 千円

②市からの委託料（指定管理料含む） 459,951 千円 481,517 千円 482,841 千円

％

④市からの借入金 0 千円 0 千円 0 千円

③市に対する収入依存度 98.03 ％ 98.27 ％ 98.55

千円

⑥市からの損失補償に係る債務残高 0 千円 0 千円 0 千円

⑤市からの債務保証に係る債務残高 0 千円 0 千円 0

https://www.sendai-l.jp/


◆主要事業一覧及び概要

◆経営評価の総括

エル・ソーラ仙台
管理運営

エル・ソーラ仙台の管理運営について，施設の特徴と機能を生
かした運営と，市民利用施設としての適切な管理を行う。ま
た，男女共同参画に関する図書・AV資料，行政資料等を収集
し，市民の利用に供する。さらに男女共同参画に取り組む市民
グループの活動を支援するため，スペースの提供，機器の貸出
等を行うとともに，情報提供を行う。

222,704 千円

男女共同参画推進講座
男女共同参画に関する普及啓発，女性のエンパワーメントのた
めの学習支援等の事業を行う。 304 千円

事業名 事業概要 令和5年度事業費

エル・パーク仙台
管理運営

エル・パーク仙台の管理運営について，施設の特徴と機能を生
かした運営と，市民利用施設としての適切な管理を行う。ま
た，男女共同参画に取り組む市民グループの活動を支援するた
め，ミニイベントの実施やスペースの提供，機器の貸出等を行
うとともに，情報提供や意見交換等を通じグループ間の交流促
進を図る。さらに，「仙台防災枠組」に明記された女性のリー
ダーシップ促進に向けた展示やミニイベントの実施等を行う。

212,487 千円

仙台市母子家庭相談支
援センター

母子家庭の母，寡婦等を対象に相談対応やセミナーを実施し，
自立に向けた支援を行う。 25,917 千円

項目 外郭団体による総括 所管局によるコメント

女性相談等

専門家による法律相談等を含め，幅広く女性の生き方に関する
問題の相談に対応するとともに，自立に向けた支援事業を実施
する。また，条例に基づき「性別による差別などに関する相
談」に対応する。

3,929 千円

配偶者暴力相談支援セ
ンター

女性への暴力相談電話のほか，保護命令制度の利用支援,心理カ
ウンセリング等を行う。

(上記女性相
談等に含む)

千円

１．公益的使命・
市が期待する役割
への対応

少子高齢社会による人口減少社会の到来や震災，新型コ
ロナウイルス感染症の流行をきっかけとして顕在化した
課題を受け，女性活躍の推進や，働く場や地域などあら
ゆる場であらためて男女共同参画の視点を根づかせてい
く必要性が高まっている。
当財団では，「男女共同参画せんだいプラン」に基づ
き，誰もがあらゆる場で生き生きと活躍できる社会を実
現するため，女性の自己決定と行動の支援や，生きづら
さや貧困，暴力被害等の困難な課題に取り組む事業を積
極的に推進し，男女共同参画の必要性を広く定着させる
ことに努めている。

宮城県内における唯一の男女共同参
画の専管財団として，地域防災にお
ける男女共同参画の推進や働く女性
のネットワーク形成支援，困難な状
況にある女性への支援など，常に課
題発掘に努めながら社会のニーズに
対応した事業に積極的に取り組んで
いる。
令和5年度は，市と共催した困難を
抱える若年女性支援推進イベントに
おいて，各支援団体とのハブ的な役
割を果たし，支援団体のネットワー
ク構築につとめた。
今後とも，社会の変化を的確に捉え
ながら，多様な主体との連携を強化
し，団体の設立目的の普及啓発に資
するよう施設利用者の拡大やより満
足度の高い事業展開の工夫を図りな
がら，男女平等のまちの実現に資す
る事業を展開していくことを期待し
たい。

２．業務・組織管
理

当財団の使命を果たすために必要な組織体制の充実を図
りつつ，効率的・効果的な業務運営に努めている。財団
の経営基本方針及び中期方針の下，専門性の維持・向上
のため研修など職員の能力開発に努め，地域の機関・団
体とも連携し，組織力の強化に取り組んでいる。

平成13年4月の財団設立以降，男女
共同参画に関する専門的知見やノウ
ハウの集積，人材育成に積極的に取
り組んでいるほか，業務内容に応
じ，部署横断のプロジェクトチーム
制なども導入し，効果的な業務運営
に努めている。今後も経営基本方針
に掲げた理念の実現に向けて，若手
職員の能力開発や管理職の育成など
に長期的な視点で計画的に取り組ん
でいただくとともに，市民団体，関
係機関との連携を基調とした業務運
営を行っていただきたい。



３．財務状況

講座やイベントの開催，講師の派遣に加え寄附制度等の
活用により，自主財源の確保に取り組んでいる。また,
女性の活躍推進やワーク・ライフ・バランス推進，困難
を抱える女性への支援事業等については負担金や受託料
を得て実施している。近年の金利低下による利息収入の
減少等があるものの財務状況は概ね安定しており，今後
とも安定した財務運営に努める。

財務状況は，概ね安定している。引
き続き，安定的な財務運営を行って
いくため，コスト意識を高く持ちな
がら業務に取り組んでいただくとと
もに，引き続き，財源確保にも努め
ていただきたい。

４．今後の方向性
及び課題

当財団が策定している経営基本方針及び中期方針2022
（令和4年度～令和8年度）に基づき，以下の通り取り組
む。
・男女共同参画の視点によるまちづくりや働く場におけ
る女性活躍を推進し女性リーダーの育成に継続して取り
組むとともに，さらにリーダーシップを発揮するための
支援にも力を入れる。
・複合的・重層的な困難を抱える女性の自立に向けた支
援に取り組む。
・変化する社会課題の背景を的確に捉え事業化するため
職員の専門性と組織力の向上に取り組む。
・仙台防災枠組への取り組みとして防災における男女共
同参画の視点について継続して発信する。
取り組みにあたっては，多様な主体と連携して進めてい
く。

今後とも，地域・市民・企業等との
連携を深めながら，中期方針に基づ
き，具体的な取り組みを進めていた
だきたい。
また，調査研究や相談事業等を通じ
て捉えた現状や課題を企画に反映さ
せるなど時機を得た事業展開を図
り，男女共同参画せんだいプランの
推進主体の一員としてその役割を果
たしていくことが望まれる。


